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華　道
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公募作品

入賞作品／会員作品

※�6月20日木は�
午後５時まで

藤沢市民ギャラリー
午前10時から午後 7時まで（日曜日は午後 5時まで）
（ODAKYU湘南GATE６階）

入場無料

2 0 2 4 年
藤沢市民による

美術・書道・写真・華道の
総合展



第7４回藤沢市展 ご来場特典
こちらのパンフレット、またはハガキご提示でおトク！
開催期間：6月18日（火）～7月7日（日）

階 対象ショップ 特典

２F

Hampstead[婦人服・雑貨] 3,300円（税込）以上お買い上げでお会計から10％OFF

Ｈ&F BELX
[ノンカフェインティー・タンブラー]

お買い上げで個包装のティーバッグ（ノンカフェイン）を
３個プレゼント

コレパン 日本の暮らし雑貨店
[和食器・ウェア・生活雑貨]

お会計から5%OFF
※ご奉仕品など、一部除外品あり。

３F

石見銀山 群言堂[ライフスタイルショップ]

16,500円（税込）以上お買い上げで
スキンケアブランドMeDuのトライアルセット＆群言堂オリ
ジナル茶をプレゼント ※数に限りがございます。

la primavera[ファッション] メンバー登録で店内商品を特別価格でご提供

横浜中華街 福満園[中華料理] お食事をされた方にソフトドリンクを1杯サービス
※ご注文時にスタッフへお声がけください。

茅ヶ崎 海ぶね[海鮮食事処] お食事をされた方にソフトドリンクを1杯サービス
※ご注文時にスタッフへお声がけください。

PEGOPA[韓国料理] お会計から5%OFF

中華そば 瀧壺[中華そば] 150円トッピングを１点サービス（バター・メンマ・味玉・のり）
※ラーメンご注文の方のみ。※ご注文時にスタッフへお声がけください。

JPASTA[スパゲティ専門店] お会計から5%OFF

SHONAN Grill Style[肉料理] お食事をされた方にソフトドリンクを1杯サービス
※ご注文時にスタッフへお声がけください。

４F OWNDAYS[メガネ・サングラス] メガネ・サングラスご購入で
アンチフォグ（くもり止め）を1個プレゼント

５F
GA-ON [ナチュラルファッション・雑貨]
6月19日（水）まで

お買い上げでキャンドルと一輪挿しをプレゼント
※先着30名様

西川ショップ[寝具寝装品・タオル販売] お会計から10％OFF ※ご奉仕品など、一部除外品あり。

７F

つきじ宮川本廛[鰻専門店] お食事をされた方にソフトドリンクを1杯サービス
※ご注文時にスタッフへお声がけください。

天㐂代[天ぷら・季節料理]
6月30日（日）まで

お食事をされた方にソフトドリンクを1杯サービス
※ご注文時にスタッフへお声がけください。

渚のダイニング[洋食] お食事をされた方にアイスクリームをサービス
※ご注文時にスタッフへお声がけください。

ODAKYU湘南GATEで、上記期間でご優待やお買い上げプレゼントといった特典をご用意いたしました。
ご利用の際は、第74回市展のパンフレット、またはハガキをご提示ください。他のご優待・クーポン券等との併用はできません。
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湘南の海を渡る風が爽やかな頃となりました。
第７４回藤沢市展が開催できました事、心より喜ばしく思います。
藤沢市展は昭和２６年に始まり、今回７４回展を迎える事となりました。市民と行政が共に手を携
えて文化都市藤沢の事業の一環として成果を積み重ねて来ました。
私たち実行委員は、素晴らしい作品を発表されました多くの市民の皆様に感謝申し上げます。
芸事は一日にして成らず、「土に根を張り、幹を育て、大きな花を咲かす」。しかし花はなかな
か開かず、研鑽、努力を積み重ねておりますが、ゴールは何処にと模索する毎日です。今展に出
品されました市民の皆様に於かれましても満足をせず切磋琢磨を繰り返し、来年も応募いただけ
ると信じております。
東日本大震災から１０年が過ぎましたが、今年１月には能登半島大地震が起き、自然の恐ろしさ
を、世界に目を向ければ目を覆いたくなる悲惨な戦争が続いております。一時も早く世界中の
人々が笑顔で過ごせる事を願っております。
結びに、多くの作品を応募して頂きました市民の皆様、藤沢市みらい創造財団、藤沢市の関係
者各位、各協会の方々にお礼申し上げます。

2024年6月18日

第74回藤沢市展実行委員会　実行委員長　加藤　径石

ごあいさつ

※華道の部　一般（審査対象）は、活け込み及び審査を 6 月 17 日（月）に行いました。審査結果は会場内の掲示をご覧ください。
※五大賞とは、協会賞（大賞）、市長賞、市議会議長賞、教育委員会賞、実行委員会賞です。（応募点数によって五大賞の数を
決めています。）

区　　分 写真の部 美術の部 華道の部 書道の部 計
（
審
査
対
象
）

一
般 展示点数 100

（114）

絵画・彫塑部門

136
（125）

工芸部門

35
（27）

32
（27）

61
（83）

364
（376）

（
審
査
対
象
外
）

会
員
等

展示点数 11
（11） 

26
（27） 

5
（7） 

24
（18） 

82
（85） 

148
（148） 

計 展示点数 111
（125） 

162
（152） 

40
（34） 

56
（45） 

143
（168） 

512
（524） 

五大賞入賞点数 5
（5） 

4
（5） 

3
（2） 

※
（3） 

5
（5） 

17
（20） 

秀 作 賞 点 数 10
（11） 

14
（13） 

3
（2） 

※
（2） 

6
（8） 

33
（36） 

奨 励 賞 点 数 3
（3）

1
（2）

0
（0）

※
（2）

3 
（3）

7
（10）

（　）内は前回実績第 74回藤沢市展作品状況
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写 真 の 部

審査員のコメント
地元の人々に愛される、

石名坂の煙突を望む公園。
とおく夕陽に染まる雲、煙
突、藤沢の町並み、手前に
は彩とりどりの紫陽花と石
蕗、そして、ひとりの老人。
色合い、構図、その全てが
見事に調和しています。刻
一刻と表情を変化させるた
そがれ時の一瞬を見事にと
らえました。全会一致、文
句なしの大賞です。

●大　賞
猪狩　淳

「黄昏時」

審査員のコメント
被写体のコーディネートが

完璧です。お揃いの衣装、手
にはインパクトのある貝やブ
ーケ、背景に広がる雲の流れ
も躍動感を演出しています。
とびきりの笑顔とポーズで、
観る人を幸せな気持ちにさせ
てくれます。ふたりのシルエ
ットが「星」のようにも見え
ますね。元気いっぱいで気持
ちの良い写真です。

●市　長　賞
城戸　千代子

「未来へ」

秀　作　賞

奨　励　賞

秋 山 哲 夫 大 河 原 一 男 岡 野 素 幸 掛 布 定 雄
齊 藤 　 隆 鈴 木 　 宏 高 木 一 二 峐 下 蒼 空
宮 川 　 享 元 山 富 雄
篠 﨑 優 也 福 崎 大 貴 舩 木 レ イ
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審査員のコメント
とてもユーモラスな作品に仕上が

りました。カメレオンに扮した奏者
が持つ楽器が大きな顔のようにも見
えて、賑やかで楽しい世界観を創り
上げています。好天候でメリハリの
効いたコントラストが、画面構成を
より効果的なものとしています。タ
イトルはもうひと捻りあっても良か
ったかも知れません。

●市議会議長賞
比留川　雅司「カメレオン」

審査員のコメント
強く目を惹く作品です。マラソン大会

のワンシーンですが、肉眼ではこのよう
には見えません。高い場所からのハイア
ングル、望遠レンズの圧縮効果と被写界
深度の選択が巧みです。全体を人物で
埋め、端々までピントを合わせることに
より、写真でしか見ることができないユ
ニークな1枚に仕上がっています。

●実行委員会賞
角田　孝「群衆」

審査員のコメント
画面全体を使い、カマキリや強い日差し、葉に

写る影に迫力、生命力を感じました。
そして自分が虫になったかのようなアングルは、

まるで捕食される側の視線のようでドキっとさせ
られました。オレンジとグリーンのコントラスト
が印象的で大小のカマキリを配置した事でタイト
ルにある親子感が演出されています。

●教育委員会賞
八島　逸

「親子の顔見せ」
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美 術 の 部

審査員のコメント
高台から見た造船所のある

街並。陽が沈む一瞬をとらえ、
慌ただしい１日に終わりを告
げようとしている。繊細かつ
色彩豊かに描かれており、確
かな技量とともに絵に込めた
強い思いを感じます。ただ手
前の街並みと造船所の建物の
構図に違和感があり、的確に
描ききる事で更に感動を与え
る絵になります。

●市　長　賞
原田　静雄

「暮れゆく」

審査員のコメント
打ち上げられた船か、それ

とも繋がれたまま使われなく
なった船か、北の浜に置かれ
た船が朽ちて行く姿に、厳冬
の浜に立ち対象を見つめる作
者の優しい眼差しを感じます。 
　遠くに見える番屋は、見る
人に暖かさを与えてくれます。
吹き荒ぶ風まで描かれている
と、もっとドラマが語れたで
しょう。

●市議会議長賞
中村　純平

「冬の海」

秀　作　賞

奨　励　賞

絵画・彫塑部門

大 村 ひ ろ し 門 倉 早 由 里 小 林 育 夫 小 林 貞 雄
小 山 文 裕 斉 藤 彰 英 佐 藤 由 明 中 島 　 彩
中 野 直 樹 西 川 和 彦 PIUMI　MADHUSHIKA 丸 山 修 由
武 藤 順 子 渡 貫 智 成
山 崎 愛 佳
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審査員のコメント
ITのソフトを駆使して、

脳内と題したこの作品は、脳
の輪郭を描いたと言われるミ
ケランジェロの「アダムの創
造」を連想させます。怪獣、
動物、ダイナマイト、風景等
を陰影も無くさらりと配し、
じっくり観ると、恐怖、破壊、
傍観が現代の不穏な世界を暗
示しているかのようです。構
成と色彩が見事です。Z世代
に居る若者達の創る未来に期
待し、見守っていきたいと思
います。

●教育委員会賞
佐藤　志樹「脳内」

審査員のコメント
活字のある雑誌の切れはしを画面に張り、紙

の色を活かしながら絵の具を使用、コンテによ
る着色と描線もあります。色々な素材を使うミ
クストメディアの技法でインパクトのある表現
となっています。

ある男が積み重ねてきたもの、背負ってきた
ものを感じさせてくれますね。他の『a man』
や『a woman』も観てみたくなりました。

●実行委員会賞
飯田　裕三「a man」

会 員 推 挙 高　橋　孝　夫　　原　田　静　雄　　  「会員推挙」…P18をご参照ください。

※協会賞（大賞）の該当作品は、ありませんでした。
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美 術 の 部

審査員のコメント
作者は旧約聖書に関心が深く、興味があり今回の作品の題名

をテーマとして製作したそうです。レリーフとして造形した作
品は、石膏等で原型を作り、ガラスを鋳込みし適度な温度にな
ったら金属等で上から圧縮し、イメージした形や模様を作る工
程が時間との勝負で、ガラスの溶け具合や硬化状況のタイミン
グで思いの作品にすることは難しい。このような工程を正確に
製作した力強い作品です。

審査員のコメント
釉薬が垂れていった跡が思いもよらぬ動きを表し、

器の美しさの一端を担っています。何気ない日常に
幸せを届けてくれそうで使うとほっこりする温もり
があり素朴であたたかな風合いを感じる作品です。

皿を引く技術も一定の評価ができ、使い良さを窺
い知る作品です。

●市　長　賞
大澤　満紗「the tower of Babel」

● 教育委員会賞　上岡　充生「兆し」

審査員のコメント
誰もが見た瞬間可愛い、素晴らしいと思わず声が

出そうなミニ細工作品です。よく見ると製作技術、
根気、繊細さが充分伺えます。そして各パーツの顔、
服装、楽器の弦までが、忠実に細工され見事に仕上
がり、装飾されています。3体の顔の表情から自然と
バロック調メロディーが連想され、物語のある素敵
な逸品となっています。

●市議会議長賞
永野　尚吾「ちいさなバロックコンサート」

工芸部門

※協会賞（大賞）の該当作品は、ありませんでした。
秀　作　賞 小 笠 原 昭 子 中 村 和 子 古 田 映 子
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華 道 の 部

※このページは、展示会場内で配布している華道の部受賞者一覧を
貼り付けてご使用ください。
※華道の部公募作品の活け込み及び審査は 6 月 17 日（月）に行いました。
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書 道 の 部

審査員のコメント
元好問の誌を行書体でまとめ上げていま

す。筆先を効かせ太細の変化で立体感を出
し行間や上下間のスペースのとり方も美し
く、今回の最高賞として申し分のない作品
となっています。

審査員のコメント
張遷碑の直線的で方形の字形、角張った

点画等の特徴を良くとらえ、細字108字の
節臨となっています。スッキリとまとめた
作品は鑑賞者にさわやかで明るい好印象を
与えます。

●協会賞（大賞）寺原　司聖　「天門引」 ●市長賞　青木　暁雲　「張遷碑」

秀　作　賞

奨　励　賞

材 井 奈 緒 美 斉 藤 理 香 子 谷 口 祥 子 畠 山 久 枝
廣 瀬 初 枝 村 上 伯 堂
赤 松 海 羽 小 泉 伊 織 横 原 唯 依
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大 倉 凌 舟 小 林 玲 子 曽 根 原 康 山 口 雅 代
山 本 都 子

会 員 推 挙
「会員推挙」…P24をご参照ください。

審査員のコメント
楷書体で三行を整然と乱れ

なく収めて安定感があります。
深味のある線に滋味を感じまし
た。緊張の切れることなく静
かに書き上げたのは日頃の努
力を思わせます。落款までしっ
かり書かれていて整っています。

審査員のコメント
行草体を三行に仕上げて

います。穏やかな流れで字
の大小、墨量の変化をつけ
落ち着いた運筆で温かな線
が魅力的な作品となってい
ます。

審査員のコメント
のびやかな隷書を迷い無く

書き上げた姿勢が構成に表わ
れて好感のもてる作品になっ
ています。次回はどんな作品
に表現されるか楽しみです。

●市議会議長賞
田中　登喜男　「感遇」

●教育委員会賞
村上　令圃　「春暮」

●実行委員会賞
澤田　恵美「雲連帳影蘿」
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〔写真の部〕

賞 名　　　前 作　　品　　名

秋 元 　毅 だって楽しいんだもん

秀作賞 秋 山　哲 夫 無
む

浅 井　誠 章 私の秋は印象派

飯 田　　 誠 朝の光の中で

大　賞 猪 狩 　淳 黄昏時

石 垣　邦 夫 姉妹の祈り

石 川　弘 則 ４歳

石 橋　博 美 元読売ジャイアンツ監督原辰徳さんと私

磯 田　博 之 湖畔の朝

井 出 　朗 後　光

伊 藤　正 一 早春

臼 井　めぐみ 一言芳恩

卯 辰 　昇 休息－リカオン

江 口　亜由子 佇む

榎 田　領 治 束の間

え む ち ゅ ん 青灯台

大 上　啓 治 サクラとおさんぽ

秀作賞 大河原　一 男 カップイン

大 城 　翼 レーザービーム

賞 名　　　前 作　　品　　名

大 関　明 彦 どこまで泳いでも青い海

大 関　行 恵 ミジンベニハゼ

大 野　圭 翔 あの日

岡 崎　節 子 秋光

秀作賞 岡 野　素 幸 風のいたずら

甲 斐　正 孝 神無月の宴

秀作賞 掛 布　定 雄 仲間に入れて

加 藤　賢 治 命中

加 藤　武 久 案　内

金 井　翔 吾 キズナ

金 子 　功 厳冬の羅臼

上 岡 　亨 水色のワルツ

亀 山 　悟 丸の内６pm

神 部　正 広 『春の余韻』

菊 地　悦 子 雨あがり

市長賞 城 戸　千代子 未来へ

木目田　浄 子 はじめまして

熊 野 　進 遊行の盆を踊る

後 藤　眞 治 飛翔

〔写真の部〕

展 示 作 品 目 録（五十音順）

https://happinesscargo.com

作品運搬、展示会搬出入は
赤帽にお任せください！

080-5934-2986
最新情報はこちら
@happinesscargo検索ハピネスカーゴ

時間指定可能、全国配送
24時間対応致します。
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〔写真の部〕

賞 名　　　前 作　　品　　名

小 松　恵 美 河口の「稚児の舞」

小 山 　俊 錦秋

秀作賞 齊 藤 　隆 今年の夏の思い出に

酒 井　天 栄 輪島朝市

佐 藤　忠 弘 浜辺の二人

佐 藤　信 子 ファンタジー

獅 子 田 し ず 江 お寺でバズろう

奨励賞 篠 﨑　優 也 出陣

鈴 木　進 哉 見事散りましょう

鈴 木 　健 古宇利島

秀作賞 鈴 木 　宏 雪の日に

鈴 木　文 江 花とお地蔵さん

鈴 木　政 徳 滝ノ川の夕暮れ

鈴 木　洋 平 step on

関 根　克 義 真夏の皇大神宮例大祭

秀作賞 高 木　一 二 家路につく

高 柳　玲 子 草原の散歩

田 付　和 則 桜の下でワンニチワ

俵 　 智 子 クラゲの住み家

賞 名　　　前 作　　品　　名

実行委員会賞 角 田 　孝 群衆

手 塚　工 子 わっしょい !! ワッショイ !!

東海林　俊 六 池越えの大ジャンプ

東海林　史 郎 なんでこうなるの

虎 三つの宝

中 山　謙一郎 “ パス ” しまーす

夏 　 ル オ 春、薫る

新 倉　綾 子 くぎづけ

新 倉 　靖 春爛漫

西 川 恭 子 春の訪れ

野 村　幸 男 戯
たわむ

れに

秀作賞 峐 下 蒼 空 日常

林 　 秀 昭 僧院のメリークリスマス

端 山 一 夫 ひき潮の道（トンボロ現象）

東 野　邦 子 四季のうつろい

市議会議長賞 比留川　雅 司 カメレオン

福 岡　千 明 雨中の W タックル

奨励賞 福 崎　大 貴 君へ。

福 本 良 治 駅　の　記　憶

TEL.0466 -27-2511
藤沢市藤沢462 MEFULL藤沢 7F

JR藤沢駅北口 徒歩2分

お困りごとはありませんか？
印刷・企画・デザインなんでも承ります！
ポスター・チラシ・リーフレット・チケット・冊子
３Dバーチャルツアーズ・サイネージ・動くチラシ
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〔写真の部〕

賞 名　　　前 作　　品　　名

藤 尾　貞 夫 平安神宮2023/06/19  13:48

藤 田　洋 一 朝霧湧く

藤 野 耕 一 ピース

藤 村　志 保 火竜の番人

奨励賞 舩 木　レ イ 流れ

船 越　英 一 表現することは生きること　2023

増 永　陽 向 幸せを求めて

松 岡　孝 司 行けるかなぁ

三 浦　光 明 まつり

秀作賞 宮 川 　享 ヤッホー

宮 澤 　實 燗酒大好き

宮 嶋　武 二 浮上

向 山　武 志 ブナ

最 上　ぬい子 アイ　キャン　ヒット

秀作賞 元 山　富 雄 雨あがり

教育委員会賞 八 島 　逸 親子の顔見せ

山 内　忠 夫 床（ゆか）もみじ　Ⅰ

山 口 　実 冬の躍動

山 﨑　昌 子 Love me more than anyone

横 山　忠太郎 ビル三変

賞 名　　　前 作　　品　　名

吉 村 　通 癒しの空間

米 山 　清 ぼたん笑む

渡 辺 　勇 福は内

渡 邊　義 典 待つわ

無審査 相 澤　演 義 マスク

無審査 梅 田　寿 明 夏　江の島

無審査 大 西　圭 治 踊れや泳げ

無審査 小 澤　ミヨ子 工場夜景

無審査 川 田　厚 子 思い出づくり

無審査 渋 井　重 悌 ねぇ

無審査 田 中　洋 一 渚のシンフォニー

無審査 中 里　年 嗣 春光

無審査 中 島 　直 海老名家族～ 2024 年・春～

無審査 中 溝　征 児 雨上がり

無審査 畠 山　英 治 パワーアクション

写真の部（注）
「無審査」… 過去の藤沢市展において、五大賞のうち、いずれか２回受賞した方。 

（無審査作品としての出品となり、賞の対象となりません。）
＊目録について…目録は出品者の名前を50音順に作成しております。



13

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

赤 塚　高 志 鉛 筆 ・
クーピー にぎり寿司

阿久津　千 晶 た たき染 め 夏の藍

安 部 　透 水 彩 ６月の会津磐梯山

阿 部　美津子 油 彩 静かな江の島

新 井　公 子 油 彩 エンゼル　トランペット

実行委
員会賞 飯 田　裕 三 ア ク リ ル a man

石 井　ゆう子 油 彩 それでも私は歩いて
いく

磯 沼　晴 生 油 彩 望郷

井 上 　幸 油 彩 私とわんこと母親と…

井 上　光 夫 色えんぴつ Honolulu Zoo

岩 淵　正 人 油 彩 ビストロ・デ・ホロ
ヨイ

植 野　政 一 水 彩 腰越魚港と江の島
（16 年）

江 上　賢 治 水 彩 少女

n  Wakayama 油 彩 ひまわり

M . H . Y . C . アクリル PIYOKO 
STANDARD.

大 島　聖 力 色えんぴつ画 ♡ハートのライフ
ガード

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

太 田　道 男 彫 塑 私を救った女神たち

大 髙　依 子 コラージュ Life Ⅲ

秀作賞 大 村 ひ ろ し 水 彩 嶄然〈槍ヶ岳〉

オ ガ ワ ミ エ コ デザイン 花の名前

岡　 不 二 子 アクリル画 清らかなる地

か い ぬ　 詩 油 彩 ４歳

影 山　直 美 水 彩 ハナウタひとつ

風 間 咲 慧 油 彩 まなざし

か し わ よ う こ 油 彩 家、いえ、イエーイ

秀作賞 門 倉　早由里 彫 塑 怒り

金 井　津 多　水 彩 竹林

河 合 　司 パステル まどろみ

川 合　満里子 アクリル 渚姫

菅 　 隆 志 水 彩 愛孫

菊 地　資 子 油 彩 モルゲンロード・
穂高

木 村　球 子 油 彩 苦悩

〔美術の部〕絵画・彫塑部門
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〔美術の部〕絵画・彫塑部門

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

國 見　千恵子 油 彩 史跡の片隅のこども
ら

熊 田　麻 桜 油　　彩 天使の奇跡

栗 原　美和子 油 彩 片瀬山の夕景

毛 原　晃 子 ペ ン 等 無題

見 目　善 弘 水 彩 赤れんがテラス札幌

後 藤　しのぶ 水 彩 初夏のエリスマン邸

秀作賞 小 林　育 夫 版 画 写楽の迷走

秀作賞 小 林　貞 雄 水 彩 閑寂の里

古 林　正 明 油 彩 引地川にて

小 林　紀 子 油 彩 聖園学園の桜

秀作賞 小 山 文 裕 水 彩 夜明け・アリゾナ

近 藤　玄 輝 水 彩 大海の漢

齋 藤　栄 治 油 彩 人物

秀作賞 斉 藤　彰 英 日 本 画 THE MOTHER 
母象　大地に立つ

齋 藤　登記男 油 彩 待つ

酒 井　美 歩 たたき染め 育てた藍

佐 上　倫 子 版 画 一
いち

念
ねん

一
いち

念
ねん

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

迫 　 和 枝 水 彩 初秋

佐々木　清 高 日 本 画 犬友（M.H）

佐 々 木 つ く み アクリル エジプトの
HEKIGA

教育委
員会賞 佐 藤　志 樹 C G 脳内

秀作賞 佐 藤　由 明 油 彩 Bottle Ⅲ（ボトル
Ⅲ）

佐 藤 　蕾 水 彩 花写し

真 田 昌 彦 油 彩 1969 年の思い出

しあわせ上手の
高 橋 水 彩 わたしの中のお伊勢

さん

柴 田　品 子 パステル・アク
リ ル・ 鉛 筆 白般若

島 田　良 恵 パステル 藤沢市民会館前の桜
の大樹

清 水　マコト 油 彩 阿武隈川

庄 司　理 恵 版 画 トンネル

牀 涅 　樛 油 彩 魂
たましい

は無限大の彼方へ

菅 谷　一 郎 版 画 さくら

鈴 木　たか江 水 彩 窓辺の春

鈴 木 　驍 ペ ン 等 虫たちとイメージカ
ラー

関 野　弥 生 水 彩 ゼラニウムとチロ
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〔美術の部〕絵画・彫塑部門

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

内 藤　美 幸 パステル trio

秀作賞 中 島 　彩 日 本 画 まよい

長 田 昌 次 郎 C G 卍－筆吉祥模様 Kolam の
変容－静・整から動・乱－

秀作賞 中 野　直 樹 アクリル NO SMILE NO 
LIFE 24612

市議会
議長賞 中 村 純 平 油 彩 冬の海

中 山　雍 晴 パステル はる

秀作賞 西 川　和 彦 パステル 刈り入れ前

野 谷　久 夫 焼 絵 兵馬俑（焼絵）

髙 須 　勝 水 彩 源平池（鶴岡八幡宮）

会員
推挙 高 橋　孝 夫 版 画 烏兎怱怱

髙 橋　八重子 油 彩 神秘のきらめき

髙 橋 康 彦 油 彩 江之島

辻 野　陽 子 日 本 画 HIMONO

津 田 　一 油 彩 清夏（せいか）

土 屋　留 三 水 彩 春の訪れ

恒 久　真奈美 版 画 多幸

角 田 　薫 色 鉛 筆 くだもの

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

波左間　清 司 油 彩 北アルプス

長 谷 川 チ エ ミ アクリル カラフルドット

は や し ち お り 水 彩 天国へ

原 木　克 巳 色 鉛 筆 まなざし

市長賞・
会員推挙 原 田　静 雄 アクリル

ガッシュ 暮れゆく

番 場　富 枝 モザイク画 懐しき風景

秀作賞 P I U M I 
M A D H U S H I K A 水 彩 タンバリン娘と小邪

鬼

日 吉　輝 子 油 彩 イマドキのアソビ

広 瀬　弘 幸 油 彩 堆砂

福 長　昌 枝 版 画 私の時間

藤 井　達 也 水 彩 あさがお

船 越　英 一 版 画 東京漂流

降 幡　伊名男 油 彩 錦帯橋

古 郡　礼 子 油 彩 草原の輝き

細 川　晴 夫 版画木版 桜

堀 田　祐 二 油 彩 二人の渚

堀 切　和 代 油 彩 いつも一緒
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〔美術の部〕絵画・彫塑部門

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

本 間　瑞 恵 カ リ グ ラ
フィー筆文字 「愛」

本 間　龍 王 魚 拓 母川回帰

牧 野　眞 臣 彫 塑 舞う

松 尾　邦 夫 油 彩 赤い橋

秀作賞 丸 山 修 由 版 画 トレド遠望

ま ん ま さ ち こ 油 彩 不死鳥－鳥達－

M I K I K O 版 画 穀雨の子・２

水 越　陽 子 たたき染め 藍にそまる

南 　 呼 子 版 画 どくだみ

宮 井　稔 子 色 鉛 筆 魅せられて

宮 脇　千 帆 パステル わたがし

苗 　 偉 アクリル 鎌倉大仏の印象

mm 油 彩 いもうと

秀作賞 武 藤　順 子 パステル 散歩

村 上　恒 義 水 彩 秋染まる渓流

元 山　富 雄 水 彩 森のかけはし

元 山　光 代 水 彩 流鏑馬

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

桃 井　利 文 版 画 渋田川

森 　 健 二 パステル 神木の景

森 山　真 一 水 彩 動く

八ツ橋　美 喜 版 画 蘭

山 内　忠 夫 水 彩 床（ゆか）もみじⅡ

山 内 　廣 水 彩 万緑山行（苗場山系）

山 内　由 紀 パステル 魔法のコンパクト

山 上　輝 彦 アクリル 塔とドームのある風景

山 口 如 夫 油 彩 浮かぶ残
ノコリ

月
ヅキ

と黒
クロ

衣
ギヌ

の
女

奨励賞 山 崎 愛 佳 油 彩 承認欲求

山 科 秀 夫 水 彩 夕波

山 田　にしこ 水 彩 望郷（存在の原点）

山 本 一 志 水 彩 ごちそうさま

梅 桃 　 昌 アクリル 遠藤の花水木

横 山 直 木 水性クレヨン レインボーバード

米 戸 京 子 布 春の光

脇 　 重 男 ペ ン 記憶の果実
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〔美術の部〕絵画・彫塑部門

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

秀作賞 渡 貫 智 成 水 彩 今は山中～♪

和 田 尚 義 油 彩 憩いのひととき

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

浅 沼　信 江 アクリル 晩秋の不忍池

荒 井 晴 子 日 本 画 春の流れ

入 江 倫 子 油 彩 白い花

小 川 貴 子 銅 版 Lily

金 澤 　均 油 彩 北の記憶

金 子 博 美 油 彩 silent

唐 木 信 允 油 彩 集落

川 島 　淳 日 本 画 金銀花Ⅱ

菊 池 秀 代 アクリル 夢の中へ

城 戸 　宏 銅 版 焚書坑儒

小 玉 政 美 油 彩 過ぎ去りし時

齋 藤 和 夫 鉛 筆 画 静物

佐 藤　久美子 日 本 画 今昔松島

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

佐 藤 治 子 パステル ミラボー橋とセーヌ

猿 渡 　隆 油 彩 滞船

鈴 木 正 博 ペ ン 画 誕生

髙 木 政 行 油 彩 舞妓

高 橋　ちず子 鉛 筆 画 ひなの日

中 川 則 子 アクリル 花キリン（村上正明
氏 30 年育成）

萩 原 公 子 水 彩 積善館

蓮 池 高 夫 油 彩 ある日私は・・・

平 本 公 男 油 彩 相模、嶌の図

松 本 信 子 油彩写生 裏のぬけ道（ブルー
ジュ写生）

向 山 武 志 乾 漆 まじわりのしまのひ
と

山 口 俊 子 コラージュ
混 合 技 法

コルドバのメスキー
タ大聖堂

涌 井 　健 水 彩 Quartiere 
Garbatella Ⅱ
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〔美術の部〕工芸部門
賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

秋 田 谷 恵 美 子 陶 芸 織部角皿

阿 部　洋 子 表 装 二曲屏風（表：江戸たの
し、裏：ゴルフたのし）

井 置 　武 陶 芸 均窯中鉢

石 井　優 紀 きりしね エジプトのおに

石 川　君 男 竹の子の皮 鶏
にわとり

石 田　晶 子 裂 画 結婚五十周年

伊 藤　信 義 陶 芸 無題

教育委
員会賞 上 岡　充 生 陶 芸 兆し

市長賞 大 澤　満 紗 ガ ラ ス the tower of Babel

大 田　愛 子 染 織 オウ！なんと

秀作賞 小笠原　昭 子 マクラメ タペストリー（マク
ラメ）

桂 城　智 子 刺 繍 動物の森へお散歩に
行ったよ♪

康 窯 陶 芸 龍
たつ

の年

椎 野　正 子 七 宝 オフィスは 162 階

芝 田 　曻 陶 芸 平和にするぞ

J U N K O ペ ー パ ー
クイリング 生命の樹と月

新 間　哲 行 陶 芸 紅白シャクヤク絵図
花器

須 山 宣 和 陶 芸 和紙染ぶどう文鉢

手 嶋　三 作 陶 板 画 水芙蓉

長 島　明 子 タペストリー 私のカラダ
～ scoliosis ～

市議会
議長賞 永 野　尚 吾 人 形 ちいさなバロックコ

ンサート

賞 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

秀作賞 中 村　和 子 陶 芸 凌霄花（のうぜんかずら）

西 村　隆 芳 竹 細 工 竹細工（乗り物）

平 岡　秀 華　つまみ細工 パエオニアの庭

秀作賞 古 田　映 子 ガ ラ ス 礼

前 原　前 人 根 付 どんぶり根付　せご
丼

増 田　明 代 人 形 乙女

松 木　喜代美 陶 芸 舟器～ Yokohama

森 　 深 幸 毛糸ポンポン　のうのう（六地蔵）

簗 田 三 郎 陶 芸 刷毛目模様大皿

山 下 雪 江 陶 芸 さくら

吉 川 明 子 染 織 森に降る金色の雨

わた辺きょうこ 七 宝 有線七宝・もくれん
文花瓶

渡 邊　小百合 染 織 お花畑

渡 邊 孝 行 刺しゅう チク・ちく刺しゅう
－これでいいのだ－

美術の部（注）
「会　　員」…藤沢市美術家協会会員 
「会員推挙」…過去の藤沢市展において優れた作品を修め、さらに今回の藤沢市展に充実 
 した作品を出品した等の理由により、藤沢市美術家協会が規約に基づき会 
 員に推挙した方。
＊目録について…目録は出品者の名前を50音順に作成しております。

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

鹿 能　美津子 陶 芸 豆皿　１２枚

山 崎　礼 子 陶 芸 青流釉花器

山 田　公 也 陶 芸 渦腕紋大皿

吉 野 　勝 陶 芸 香炉

吉 原 　敏 陶 芸 深鉢式縄文様花器
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華道の部（注）
「会　　員」…藤沢華道協会会員
＊華道の部公募（一般）については、32人の申し込みがあり、活け込み及び審査は6月17
日（月）に行いました。審査結果は会場内の掲示をご覧ください。前期は公募（一般）
作品のみを展示、後期は前期の受賞作品と会員の作品を展示しています。
＊目録について…目録は出瓶者の名前を50音順に、後期は花席の順に作成しております。

名　　　前 テーマ
伊 澤 愛 笑 心

石 田 　 桜

大 城 麻 八 華

大 森　あゆ子 夏のきざし

大 森　佐知子 希望

岡 田 禎 里 一汁一菜

加 藤 晃 子

加 藤　満結香 光

川 口　オオジ お生花

川 戸 篤 子 ダンスパーティー

北 村 梨 央 つゆ

白 石 淳 子

白 石 真 優

園 部 陽 菜

多 田　隆 陽

時 田　美 沙

名　　　前 テーマ
泊 　 奈 美

中 田　紀 子

生田目　華 馨 蛍

根 尾　留美加

花 田 瑞 穂

土 方　裕紀子 初夏のよろこび

三 坂　貴美子 祈（いのり）

水 落 公 美

宮 田 彩 夏

向 瀬 桜 月

村 松　あゆみ

森 井　眞理子

八 幡 雪 江

依 光 順 子

脇 田 　 愛 パステル

渡 邊 　 樹

〔華道の部〕　< 後期 >（6月21 日・22 日・23 日 )　会員

〔華道の部〕　< 前期 >（6月18 日・19 日・20 日）　公募（一般）

流　　　派 名　　　前

小 原 流 中 村 　 豊 皐

花 芸 安 達 流 福 谷 　 芳 曈

小 原 流 的 場 　 一 扇

古 流 松 藤 会 馬 目 　 理 弘

小 原 流 摩 島 　 礼 子

草 月 流 三 上 　 昭 光

小 原 流 宮 﨑 　 久 恭

東 山 源 氏 千 家 古 流 吉 田 　 一 妙

小 原 流 山 口 　 佳 珠

勅 使 河 原 和 風 会 井 田 　 皇 韻

小 原 流 今 里 　 豊 節

専 心 池 坊 江 川 　 青 苑

流　　　派 名　　　前

小 原 流 亀 　 　 好 英

池 坊 聖 流 大 庭 　 操 峯

小 原 流 木 村 　 明 光

草 月 流 佐 藤 　 萠 英

小 原 流 齋 藤 　 充 鶴

古 流 松 峯 会 柴 山 　 理 賀

小 原 流 渋 井 　 淳 鶴

草 月 流 鈴 木 　 光 村

古 流 理 苑 会 瀬 尾 　 理 祥

千 家 古 流 田津原 　 楳 貞

龍 生 派 田 岸 　 緑 華

柴 山 古 流 縁 山 流 取 屋 　 冷 晃
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〔書道の部〕

賞 名前（雅号） 作　　品　　名

市長賞 青 木 暁 雲 張
ちょうせんひ

遷碑

奨励賞 赤 松 海 羽 高
こうやぎれだいいっしゅ

野切第一種

阿 部　里衣紗 潜
せ ん し

志

飯 山 柚 士 臨
りん

　九
きゅうせいきゅうれいせんめい

成宮醴泉銘

石 𥔎 　 輝 草
そ う し ょ ご ご ん り っ し

書五言律詩

石 橋　茉奈佳 孔
こうしびょうどうひ

子廟堂碑

井 出 洋 堂 自
じしょこくしん

書告身

伊 東 昭 晶 鮮
ぜ ん う こ う ひ

于璜碑

植 松 　 栞 氾
はんしょうししょ

勝之書

内 田 明 希 勝
かつかいしゅうひつ

海舟筆 太
たいへいようおうだんのし

平洋横断之詩

遠 藤 凌 霄 代
はくとうをかなしむおきなにかわる

悲白頭翁

会員推挙 大 倉 凌 舟 四
し じ ど く し ょ ら く

時読書楽

小 野 　 勉 白
は っ き ょ い し

居易詩

金 子 麗 泉 高
こうゆううはく

郵雨泊

神 崎　由美子 楽
が く ふ

府

菅 野 香 雅 易
えきすいそうべつ

水送別

賞 名前（雅号） 作　　品　　名

窪 田 七 海 孔
こうしびょうどうひ

子廟堂碑

瞿 麦 菜
さいこんたん

根譚

奨励賞 小 泉 伊 織 臨
りん

　張
ちょうもうりょうひ

猛龍碑

小 林 來 未 四
したいしょへい

体書屏（趙
ちょうしけん

之謙）

小 林 春 苑 桃
と う か

花

会員推挙 小 林 玲 子 祠南夕望

秀作賞 材 井　奈緒美 陳
ちんじょげんし

汝言詩

斉 藤 公 代 夏
かやりょうをおう

夜追涼

齋 藤 妙 子 坐狎浪閻

斉 藤 英 恵 良
りょうかんし

寛詩

秀作賞 斉 藤　理香子 高
こ う え い し

詠詩

実行委員会賞 澤 田 恵 美 雲連帳影蘿

庄 散 人 夏
かうんきほうおおし

雲多奇峰

杉 浦　範 子 初
し ょ か

夏

会員推挙 曽根原　　　康 冰
ひょうこむえいぞう

壺無影像

高 橋 佳 花 淮
え な ん じ

南子

■書道展用貸額 
■屏風 
■書画御表装
■原拓裏打ち 
■古書画修復

〒234-0054 横浜市港南区港南台７-51-12
　　　　　 TEL.０４５-８３３-５２７３（代）
　　　　　 FAX.０４５-８３３-５２７５

本社・工場
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賞 名前（雅号） 作　　品　　名

田 代　典 子 萬
ばんぶついきるひかりかがやく

物生光輝

市議会議長賞 田 中　登喜男 感遇

田 中 美 湶 江
こうそんやはく

村夜泊

秀作賞 谷 口 祥 子 百
ひゃくにんいっしゅ

人一首

田 渕　小百合 清明日宴梅道士房

田 村 恭 凰 煙
え ん う ろ う

雨桜

露 木 　 舞 再游玄都観

協会賞 寺 原 司 聖 天
てんもんいん

門引

南 場 彩 妃 楷
かいしょとうほうさくがさんしへい

書東方朔画賛四屛

野 口 碧 舟 夕
ゆうけい

景

能登谷　善 子 雨
うちゅうそくじ

中即事

麦 門 冬 清
せいめい

明

秀作賞 畠 山 久 枝 竹
ち く り か ん

里館

馬 場 喜 美 子 深
ふかくしゅせんざんまいを得たり

得酒仙三昧

羽 生 心 海 文
ぶんちょうめい

徴明　行
ぎょうしょしかん

書詩巻

賞 名前（雅号） 作　　品　　名

秀作賞 廣 瀬 初 枝 柏
はくきょううかあんこうせん

郷雨花菴口占

藤 田 佳 穂 顔
がんきんれいひ

勤礼碑

堀 　 愛 子 六月二十七日望湖
醉書五絶

間 島 清 蓮 書
し ょ ふ

譜

増 田 菜 花 多
た ほ う と う ひ

宝塔碑

三 谷 溪 翠 題李凝幽居

秀作賞 村 上　伯 堂 闕題

教育委員会賞 村 上 令 圃 春
しゅんぼ

暮

森 田 敏 子 鳥衣巷（飾録）

会員推挙 山 口 雅 代 靈澈・彈琴

山 﨑 徳 子 漢
か ん し ぜ っ く

詩絶句

山 添 春 香 智
ち え い

永　真
しんそうせんじもん

草千字文

会員推挙 山 本 都 子 過故人莊

奨励賞 横 原 唯 依 孫
そんせいえん・ついれん

星衍・対聯

〔書道の部〕
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〔書道の部〕

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

浅 野 玄 圃 清
せいせん

泉

安 達 翠 香 張
ちょうじゃくきょし

若虚詩

阿 部 湘 花 志
こころざし

飯 山 清 芽 題品雲山寧有諱

井 上 鯉 翔 陸
り く ゆ う し

游詩

今 村 陽 翠 李
り は く し

白詩

岩 澤 翠 峰 杜甫詩

岩 嶋 巖 峰 焼
しょうじゅん

筍

上之園　友 紀 呉
ご ら ん せ つ

蘭雪詩

宇佐美　美 泉 良
りょうかんし

寛詩

大 嶋 蘭 笠 更上一層

大 沼 亮 節 瑞
ずいしょくあざやか

色鮮

大 平 久 美 瀬
せ

をはやみ

小笠原　楽 圃 対
さけにたいす

酒　其
そ の に

二

岡 田 珠 美 いろは

岡 本 春 聲 江
こうなんしゅんぼう

南春望

岡 本 涼 子 逢
あ ひ み て の の ち の こ こ ろ

ひみてのヽ遅能心

小 澤 瑩 圃 山
さんていのかじつ

亭夏日

織 部 象 陰 玉
ぎょくだいかん

台観

加 藤 径 石 擬
ぎ そ う べ つ

送別

金 子 如 龍 盡心而不求名

唐 澤 明 江 金陵圖

久 野 圃 祥 孟
もうかことをしょす

夏書事　

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

九 里 美 象 山
さんこう

行

久 保 翠 星 簡
かんぶんてい

文帝詩

黒 田 清 耳 贈
が

王
おう

左
さ

史
し

小 森 景 竹 初
し ょ か そ く じ

夏即事

齋 藤 深 瑤 邵
しょうこうせつ

康節

坂 本 青 龍 郷
きょうどあい

土愛「浜
は ま べ の う た

辺の歌」

佐々木　綾 秀 張猛龍碑

笹 沼 蓮 竹 寒
か ん ざ ん し

山詩

佐 藤 信 夫 清
せいふうめいげつほんかなし

風明月本無價

佐 藤 蘭 象 菜
さいこんたん

根譚

眞 田 梨 香 岐
ぎおうたくうらたずねる

王宅裏尋

清 水 滴 空 太
たいへいぎん

平吟

清 水 理 佐 さくら花
ばな

白 井 瑛 月 畫
が せ み

蝉

須 賀 翠 溪 呉
ご よ ひ つ し

与弼詩

砂 川 萌 竹 百人一首より　瀧の音は…

関 口 大 龍 杜
と ほ し つ き よ

甫詩月夜

さらにのぼるいっそうのろ
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〔書道の部〕

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
員

関 根 征 園 四
し い じ か

時歌

髙 井 翠 陽 禅
ぜ ん ご

語

高 橋 圃 石 一
いちれんそうきんしょじゅん

簾疎雨琴書潤

髙 村 明 蘭 龍駕瑞雲稷康樂

竹 内 煌 圃 徳
とくはひとをかんじ

感人　風
かぜはものをうごかす

動物

竹 内 鯉 耀 王
おうきょうし

恭詩

武 田 玉 翠 紀
き さ い め い

齊名「愁
しゅうぶ

賦」

館 石 芳 舟 雲
くも

の峰
みね

田 中 櫻 圃 従
ほうれんよりせいきにいず

練出西氿　二首・其一

為 田 麗 水 物
も の お も え ば

思へば

角 津 圃 暮
ぼしゅん

春

寺 田 鯉 曄 全
ぜ ん と う し

唐詩

東 郷 圃 翠 渭濱待渡

富 田 圃 功 麗日發光華

中 西 晃 雪 春
はる

の水
みづ

中 野 鯉 豊 李
り む よ う し

夢陽詩

中 村 清 園 赤
せきべきのふ

壁賦

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
員

新 倉 右 圃 春
しゅんぎょう

暁

沼 田 圃 鶴 題
ちくりんじにだいす

竹林寺

榛 葉 竹 圃 七言二句

林 　 如 巖 自然美

氷 見 晃 泉 子
し き

規

福 島 梨 翠 薫
くんぷうさいかつすずし

風細葛涼

藤 野 丘 圃 五
ご ご ん ぜ っ く

言絶句

古 舘 征 賢 古
こ い

意

細 野 果 村 南
みなみかぜきしんをふく

風吹歸心

間 瀬 游 泉 杜
と ほ し

甫詩

松 坂 志 瀞 與
ろいんがいしょうとさいしょしこうそうのりんていによぎる

盧員外象過崔處士興宗林亭

丸 山　真由美 呉
ご ら ん せ つ

蘭雪詩

峯 尾 宏 子 紅
くれない

の

箕 浦　さおり 山
やまざと

里

宮 崎 征 洲 送
りゆうひようじがさくほうのはんがんにあてらるるをおくりてせいばせいをふしうたり

劉評事充朔方判官賦得征馬嘶

宮 澤 諒 圃 江
こうなんのはる

南春

宮 田 恭 子 賦得古原草送別
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参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
員

村 松 蓉 圃 靑
せいざん

山

本 川 清 泉 霧
きり

の尾
お ね

根

百 瀬 鯉 翠 王
おうぎょようし

漁洋詩

森 　 幸 栄 紫
あ じ さ い

陽花や

柳 原 九 一 正信

山 田 芳 園 袁
えんばいしょうかし

枚消夏詩　其
そ の に

二

山 本　由紀恵 万
まんようしゅう

葉集　七
たなばた

夕の歌
うた

吉 内 正 圃 蘭溪

書道の部（注）
「会　　員」… 藤沢市書道協会会員
「会員推挙」… 藤沢市展において五大賞を受賞、または秀作を3年以内に2回受賞し、

翌年同等の作品を出品した等の理由により、藤沢市書道協会の規約に
基づき会員に推挙した方。

＊目録について…目録は出品者の名前を5０音順に作成しております。

〔書道の部〕
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　藤沢市展は、市民の芸術文化活動の支援と振興を図るため、市民文化団
体を中心に実行委員会を組織し、長年にわたり開催しています。
　実行委員会では、本事業を市全体で盛り上げ、広く市民に周知したいと
考え、本事業へのご協賛をお願いしております。
　今回の第 74 回の開催にあたり、21 の法人・団体、また 9 名の個人の皆
様にご協賛いただきました。
　皆様からの温かいご支援に心よりお礼申し上げますとともに、今後とも
本事業への変わらぬご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

〜ご協賛ありがとうございます〜

〈法人・団体ご協賛ご芳名〉　（敬称略・五十音順）

〈個人ご協賛ご芳名〉  　（敬称略・五十音順）

赤帽ハピネスカーゴ
アトリエ平本
江の島振興連絡協議会
奉仕日本三大弁財天　江島神社
ODAKYU 湘南 GATE
画装コビトのくつ
株式会社さんこうどう
株式会社　渡邉印刷
皇大神宮
ゴールデン文具
古流理苑会　瀬尾理祥いけばな教室

シンリュウ株式会社
創造の丘
多摩大学グローバルスタディーズ学部
藤和額装株式会社
日本セラミック株式会社
ビストロ・ラ・シャンブル
藤沢高等自動車学校
藤沢市美術家協会
藤沢市民会館サービス・センター株式会社
レカイエ

神部　正広　　山田　にしこ　　山口　佳珠　　　他　６名様
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第74 回藤沢市展審査員名
美術の部（藤沢市美術家協会会員）
浅 沼　信 江 入 江　倫 子 小 川　貴 子 柿 崎　幸 三
金 子　博 美 鹿 能　美津子 唐 木　信 允 川 島 　淳
菊 池　秀 代 城 戸 　宏 齋 藤　洋由起 斉 藤　順 子
佐 藤　久美子 佐 藤　治 子 鈴 木　正 博 髙 木　政 行
高 橋　ちず子 中 川　則 子 萩 原　公 子 蓮 池　高 夫
平 本　公 男 松 本　信 子 向 山　武 志 八ッ橋　博 美
山 崎　礼 子 吉 野 　勝 吉 原 　敏 涌 井 　健
書道の部（藤沢市書道協会会員）
浅 野　玄 圃 岩 澤　翠 峰 宇佐美　美 泉 岡 田　珠 美
岡 本　春 聲 加 藤　径 石 菊 地　光 道 小 森　景 竹
眞 田　梨 香 高 井　翠 陽 高 橋　圃 石 高 村　明 蘭
竹 内　煌 圃 為 田　麗 水 中 村　清 園 角 津　菁 圃
榛 葉　竹 圃 林 　 如 巌 氷 見　晃 泉 福 島　梨 翠
細 野　果 村 間 瀬　游 泉 箕 浦　さおり 本 川 清 泉
百 瀬　鯉 翠 森 　 幸 栄
写真の部
上　田　耕一郎（東京工芸大学　芸術学部写真学科教授） 勝 倉　崚 太（東京工芸大学　芸術学部写真学科准教授）
寺　司　正　彦（舞台写真家　日本写真家協会正会員） 熊 野　淳　司（フォトグラファー）
華道の部
中　野　仁　詞（公益財団法人神奈川芸術文化財団　学芸員） 唐　木　信　允（洋画家）
ノグチミエコ（ガラスアーティスト）

第74回藤沢市展実行委員会
♦︎藤沢市美術家協会
小 川　貴 子 八ッ橋　博 美 吉 野 勝 平 本　公 男
向 山　武 志
♦︎藤沢市書道協会
加�藤　径�石（実行委員長）� 細 野　果 村 大 平　久 美 角 津　菁 圃
♦︎藤沢華道協会
山�口　佳�珠（副実行委員長）� 瀬 尾　理 祥 井 田　皇 韻
♦︎藤沢市生涯学習部文化芸術課
齊 藤　雅 子
♦︎公益財団法人藤沢市みらい創造財団芸術文化事業課
新 沼　範 之

第74回藤沢市展実行委員会事務局
〒 251-0026�藤沢市鵠沼東 8-1�公益財団法人藤沢市みらい創造財団�芸術文化事業課 ( 藤沢市民会館内 )

TEL. 0466（28）1135　FAX. 0466（25）1525

撮影協力：（写真の部・美術の部・書道の部の各受賞作品）Photographer　HIROMI　FUKUDA






